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１．まえがき  

本研究では，田渕ら 1)によって 1992 年に実施された農林地流域の河川水質調査について，

2003 年，2004 年に同時期・同地点で継続調査を実施した。これらを通して，1990 年代以

降に制定・強化された各種の水質基準をはじめ，2004 年 11 月に完全適用された農業環境

三法（とくに，家畜排せつ物法（通称））の家畜ふん尿管理に関する法的規制強化が農林地

流域の河川水質と畑草地面積率との関係に及ぼす影響について検討を加えた。 

２．調査  
調査地点は，1992 年に実施された上述 1)の広域農林地流域のうち，北海道東部の十勝・

根室両地域（計 35 地点）である。十勝地域（24 地点）は畑作と酪農が混在する一方，根

室地域（11 地点）は酪農主体の土地利用である。また，吉野・田渕 2)によって計算された

各流域の畑草地面積率は今回の調査においても大きな変化はみられなかった。  

採水時に電気伝導率（EC）を測定し，小流域河川(計 23～25 地点)では流量観測も実施

した。サンプルの水質分析項目は調査年により異なるが，ここでは全調査期間に共通した

水質項目である NO3-N および EC の調査結果について述べる。なお，調査期間は 1992 年，

2003 年および 2004 年のそれぞれ 8 月下旬～9 月初旬（平水時）である。  

３．結果および考察  
（１）河川水質の変動特性 

 調査期間中の NO3-N 濃度は十勝地域で 0.0～5.8mg/ℓ，根室地域では 0.0～2.3mg/ℓであり

（Fig.1(a)～(d)），EC 値は十勝地域で 5.09～25.3mS/m，根室地域では 5.73～20.0mS/m であ

った。また，調査期間全体を通してこれら水質項目に一定の変動傾向はみられなかった。  

 いま，河川水質の変動特性について 1992 年と 2003 年を比較して長期的にみた場合，

NO3-N 濃度は十勝地域でバラツキが大きいのに対し，根室地域では 1 地点を除いてバラツ

キが著しく小さかった(Fig.1(a)(b)）。このように，根室地域で長期的水質環境に変化が少な

い理由としては，①営農規模や土地利用が大きく変化していないことや，②家畜ふん尿の

処理・貯留・還元方法があまり変化していないことに加えて，③流域内にインプットされ

た窒素成分が草地土壌中に残存している可能性などがあげられる。  

 つぎに，2003 年と 2004 年を比較して河川水質の変動特性を短期的にみた場合，両地域

ともに NO3-N 濃度は 2003 年側にも 2004 年側にもバラツキが認められた(Fig.1(c)(d)）。ま



た，EC 値は 2004 年においてつねに大きくな

っていた（図示なし）。これらの理由としては，

前述した農業環境三法の完全適用に向けて農

家サイドに動きがあったと推察される。  

（２）河川水質と畑草地面積率 

両地域における河川水質（Y;NO3-N，EC）

と畑草地面積率（X）との関係について回帰

直線(Y = aX + b )と相関係数ｒを調査年ごと

に算出した。この 1 例として，Fig.2(a)(b)では

2003 年におけるデータを図示した。 

NO3-N 濃度と畑草地面積率との関係（Y = 

aX）について調査期間を通してみると，十勝

地域で 0.029≦a≦0.035，根室地域では 0.023

≦a≦0.025 となり，畑草地面積率が同程度の

場合 NO3-N 濃度は十勝地域で高い傾向を示

した(Fig.2(a)）。このことは，多量施肥を必要

とする畑地面積の割合が十勝地域で大きいこ

とを示唆している。  

一方，EC 値と畑草地面積率との関係(Y = 

a’X + b’)は，調査期間を通して十勝地域で

0.0896≦a’≦0.124，根室地域では 0.140≦a’≦

0.149 となり，畑草地面積率が同程度の場合

EC 値はむしろ根室地域で高い傾向を示した

(Fig.2(b)）。これは地域的（地質的）な違いに

起因すると推察されるため，水質汚濁の問題

とは別に微量要素について一度確認してみる

必要があろう。なお，Y 切片（b’）は調査年

や地域間で大差はみられなかった。 

また，NO3-N 濃度・EC 値ともに相関係数

ｒは根室地域で大きい傾向を示していた。  

４．あとがき  
今回は畑草地面積率を指標とした検討にとどめたが，今後も継続調査を実施するなかで，

畑地と草地との区分，家畜の飼養頭数密度，畜舎と河川との位置関係に加えて河川・河畔

の土地利用についても考察を加えていく予定である。なお，本調査の実施にあたり，帯広

畜産大学の学生諸兄（当時）には多大なご尽力をいただいた。記して謝意を表する。  
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Fig.2　河川水質と畑草地面積率との関係（2003年）
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Fig.1　平水時におけるNO3-N濃度の変動特性
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